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文責 伊藤美佳 

《世界の国のあいさつで笑顔の花咲く》 

前期代表委員会の最後の取組として、「ＷＡ～ワールドあいさつキャンペーン」が１４日から始まり

ました。「楽しいあいさつ」をめざして世界の言葉であいさつをしようとする取組です。まずは「グッ

モーニン！」からです。「グッモーニン！」とあいさつすると、最初は戸惑いながらも笑顔で「グッモ

ーニン！」と返ってきました。見守り隊の皆さんも、「グッモーニン！」とあいさつしてくださり、「楽

しいあいさつ」が広がりました。１６日からは「ボンジーア！」（ポルトガル語）、２１日からは「ザ

オ シャン ハオ！」（中国語）、２７日からは「サラマッパギ！」（インドネシア語）、２９日からは

まだ秘密になっており、その時に発表されるようです。どこの国のあいさつか楽しみです。 
色々な場所への移動がしにくいコロナ禍でも、簡単に旅行気分を味わえます。ご家庭でも「ワール

ドあいさつキャンペーン」をお子さんとともに楽しく取り組まれてはいかがでしょうか。 

～９月２１日は中秋の名月～ 

日本では昔から月に天の恵みを感謝する（秋の収穫物を月にお供えする）「中秋の名月」、

いわゆる「十五夜」の行事があります。満月の日が「中秋の名月」と１日ずれることはしば

しばあるようですが、今年は、満月と一致しています。虫の声をバックにして夜空に浮かぶ

「丸い丸いまん丸い盆のような月」を眺めてみてはいかがでしょうか。 

《ピンチはチャンス！》 

「緊急事態宣言の延長」「感染拡大」こんな言葉が毎日聞かれていました。そんな状況から、今年も

感染症対策のために「校内すもう大会」を中止とせざるを得ませんでした。しかし、「ピンチはチャン

ス」。すもう大会の代わりにスポーツイベント「トヨサカップ２０２１」を６年生が主となって計画し

始めています。また、６年生の通信に「自分で考えて行動すること＝考動 が大切である」と書かれ

ていました。「トヨサカップ２０２１」はまさに考動の時です。１０月１８日（月）の開催に向けて、

実行委員を中心に６年生一人一人が自分の役割を果たして、達成感を味わってくれることを期待しま

す。また、その６年生の姿を見て、下級生の子供たちが「あこがれの連鎖」を起こしてくれることを

楽しみにしています。 
「トヨサカップ２０２１」の内容は、すもうの型、５月の校内運動会で披露した学年部 

演技、学年部競技となっています。楽しみに待っていてください。 
 


